
流域連携を通じた持続可能な
水源の保全・涵養を実現する中間支援組織
「グリーンアクセラレーター」 構築事業

1
市
2
町
に
よ
る
広
域

モ
デ
ル
事
業
は
、
「
水
源
域

（
上
流
域
：
土
佐
町
、
本
山
町

等
）
と
利
水
域
（
下
流
域
：
高

松
市
等
）
」
＝
「
流
域
」
の
自
治

体
が
連
携
し
、
持
続
可
能
な

水
源
の
保
全
及
び
涵
養
を
実

現
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ

る
。
（後
述
参
照
）

＜土
佐
町
＞

土
佐
町
は
四
国
の
中
央
部
、

吉
野
川
の
現
流
域
に
位
置
す

る
山
間
の
町
で
あ
る
。
町
の

中
心
部
に
は
、
西
日
本
最
大

級
の
多
目
的
ダ
ム
「
早
明
浦

ダ
ム
」
が
所
在
す
る
。
い
わ
ば

「
四
国
の
水
が
め
」
で
あ
る
。

平
均
年
間
降
水
量
２
７
０
０

㎜
の
多
雨
の
街
で
あ
り
、
近

年
で
は
「
水
で
活
き
る
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
街
づ
く
り

も
行
っ
て
き
た
。

町
の
基
幹
産
業
は
第
1
次

産
業
で
標
高
差
の
あ
る
地
形

や
昼
夜
の
寒
暖
差
を
活
か
し

た
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
知
の
み
に
生
息
す

る
和
牛
「
土
佐
あ
か
牛
」
の
最

大
産
地
で
あ
る
。

本
事
業
は
高
知
県
土
佐
町(
代
表
）
、
同
本
山
町
、
香
川
県
高
松
市
の
吉
野
川
流
域
1
市
２
町
の

広
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。

＜本
山
町
＞

本
山
町
は
、
四
国
産
地
の

中
央
部
吉
野
川
上
流
域
に
位

置
す
る
。
町
の
南
部
を
国
道

４
３
９
号
線
が
東
西
に
走
っ

て
お
り
、
北
は
愛
媛
県
境
、

南
は
高
知
県
南
国
市
及
び
香

美
市
、
西
は
本
事
業
で
連
携

す
る
土
佐
町
と
隣
接
し
て
い

る
。基

幹
産
業
は
農
畜
林
業
で
、

第
１
次
産
業
の
う
ち
農
業
に

お
い
て
は
、
水
稲
、
畜
産
、
野

菜
、
椎
茸
等
の
基
幹
作
物
を

中
心
に
、
林
業
と
の
複
合
経

営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

＜高
松
市
＞

高
松
市
は
、
香
川
県
の
県

庁
所
在
地
で
四
国
の
北
東
部
、

香
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
。
香
川
県
の
県
域
の
ほ

ぼ
20
％
に
相
当
す
る
面
積
を

有
し
豊
か
な
自
然
と
便
利
な

都
市
機
能
が
融
合
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
街
で
あ
る
。

産
業
別
就
業
構
造
で
は
、

第
３
次
産
業
の
就
業
者
数
が

74
％
を
占
め
て
お
り
、
古
く

か
ら
四
国
の
玄
関
口
と
し
て

企
業
の
支
社
や
支
店
、
官
公

庁
の
出
先
機
関
、
高
校
・
大

学
等
が
集
積
さ
れ
て
い
る
。



１
市
２
町
の
関
係

早
明
浦
ダ
ム
を
中
心
に
、

土
佐
町
・
本
山
町
は
水
源
域
、

髙
松
市
は
利
水
域
の
関
係
に

あ
り
ま
す
。

水
源
域
（
土
佐
町
・
本
山

町
）
に
お
い
て
は
、
水
源
の
保

全
と
産
業
と
し
て
の
林
業
や

木
材
関
連
産
業
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

産
業
の
振
興
の
た
め
に
は
、

若
い
世
代
の
担
い
手
の
確
保

や
、
彼
ら
が
そ
う
し
た
産
業

に
安
定
的
に
従
事
す
る
た
め

に
、
成
長
性
の
あ
る
産
業
と

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
水
域
に
は
、
人
口
や
産

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
気
候
変
動
に
伴
い

干
ば
つ
と
極
地
的
豪
雨
の
増

加
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
利

水
域
が
持
続
可
能
で
あ
る
た

め
に
は
、
現
時
点
か
ら
水
源

の
保
全
・
涵
養
に
向
け
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

早
明
浦
ダ
ム
の
水
源
域
の

「
土
佐
町
」
「
本
山
町
」
と
利

水
域
の
「
高
松
市
」
の
利
害
が

一
致
し
、
連
携
し
た
事
業
を

通
じ
次
の
3
つ
の
同
時
実
現

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た

①
水
源
の
保
全
・涵
養

②
山
林
の
活
用
、
関
連
産
業

の
創
出

③
地
域
の
脱
酸
素

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の

方
法
と
し
て
、
中
間
支
援
組

織
「
グ
リ
ー
ン
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー(

仮
称
）
」
を
構
築
し
ま

す
。
こ
の
組
織
は
「
水
源
の
保

全
・
涵
養
に
資
す
る
林
業
及

び
山
林
関
連
産
業
の
振
興
」

に
向
け
人
材
育
成
、
必
要
な

資
金
調
達
・
投
資
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

長
期
的
な
視
点
と
し
て
、

山
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を

「
可
視
化
」
し
、
水
源
地
域
の

暮
ら
し
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
応
募
の
き
っ
か

け
水
源
地
域
側
に
お
い
て
は
、

過
疎
や
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
特
に

１
次
産
業
の
衰
退
が
著
し
い

状
況
で
、
担
い
手
不
足
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
林
業
は
地

域
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
た

め
、
今
か
ら
課
題
解
決
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
水
地
域
に
あ
る
高
松
市

は
、
地
域
の
産
業
や
暮
ら
し

ま
せ
ん
。

一
般
的
に
水
の
需
要
地
と

供
給
地
は
互
い
に
協
力
す
る

意
識
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に

は
円
滑
に
連
携
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

背
景
の
一
つ
に
、
水
を
守
る

取
り
組
み
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
る
投
資
対
効
果
が
、
数

値
と
し
て
把
握
で
き
に
く
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
土
佐
町
は
、
そ
れ
ら
を

定
量
的
に
評
価
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
し
、
取
り
組
み
の

成
果
に
応
じ
た
連
動
支
払
い

を
可
能
と
す
る
枠
組
み
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

中
間
支
援
組
織
「
グ
リ
ー
ン

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」
は
、
資

金
の
自
律
的
好
循
環
に
つ
な

が
る
、
水
源
の
涵
養
に
寄
与

す
る
新
産
業
の
創
出
や
、
投

資
、
担
い
手
の
人
材
確
保
及

び
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
構
築
で
「
山
林
」
を

軸
に
し
た
水
源
保
全
・
涵
養
、

脱
炭
素
に
資
す
る
委
託
事
業

を
外
部
支
援
の
も
と
進
め
て

い
ま
す
。

３
自
治
体
で
事
業
を
進
め

る
財
団
等
の
法
人
を
作
り
、

の
た
め
に
水
の
安
定
確
保
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
高
松
市
に
お

い
て
、
水
の
基
本
計
画
の
策

定
や
過
水
時
の
備
え
を
進
め

て
い
ま
す
。

山
林
の
荒
廃
は
水
の
リ
ス

ク
に
つ
な
が
り
ま
す
。
土
佐

町
は
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
定

量
的
に
把
握
で
き
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
過
去

２
年
間
に
わ
た
っ
て
作
成
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
、
都
市
地
域
と
連
携

す
る
こ
と
で
お
互
い
の
強
み

や
価
値
を
活
か
せ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
と
っ
て

持
続
可
能
な
環
境
を
作
る
た

め
応
募
し
ま
し
た
。

利
水
地
域
と
の
調
整

早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
当
時
、

早
明
浦
の
上
流
下
流
の
自
治

体
に
よ
る
「
水
源
の
里
連
絡

協
議
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

「
上
流
は
下
流
を
思
い
、
下
流

は
上
流
に
感
謝
す
る
」
が
モ
ッ

ト
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
長

期
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ダ
ム
の
完
成

か
ら
間
も
な
く
50
年
を
迎
え

る
中
で
、
活
動
が
停
滞
し
て

き
た
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

こ
の
法
人
は
脱
炭
素
や
生
物

多
様
性
、
山
林
の
持
続
的
な

経
営
管
理
な
ど
を
一
体
的
に

実
現
す
る
事
業
を
手
掛
け
て

い
き
ま
す
。
今
後
、
法
人
を
立

ち
上
げ
、
必
要
な
人
材
を
配

置
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

将
来
的
に
は
、
３
自
治
体
の

み
な
ら
ず
、
水
源
域
側
・
利
水

域
側
双
方
で
、
よ
り
広
い
範
囲

へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

吉
野
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま

で
を
つ
な
げ
て
い
く
事
業
に
な

り
ま
す
。
流
域
全
体
で
の
連
携

を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 自律的好循環の具体化に向けた事業イメージ


